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大腸癌腹膜播種を極める
最近の進歩と今後の展望

　近年の大腸癌に対する化学療法の目覚ましい進歩は，外科治療にも影

響を与えている．肝転移，肺転移などの切除不能転移性大腸癌に対して

化学療法を施行し，腫瘍縮小後に切除を行う，いわゆる conversion 

therapy はその典型的な例であろう．

　このように Stage Ⅳ大腸癌の予後改善が期待されているが，Stage Ⅳ

大腸癌の腹膜播種をどう扱うかが大きな課題として残されている．大腸

癌の腹膜播種症例のなかには長期生存が得られる症例もあることが知ら

れており，この点が胃癌などの他臓器の腹膜播種とは若干異なる点だと

思われる．Stage Ⅳ大腸癌全体の予後改善のためには，腹膜播種に対し

ていかに治療するかが非常に重要となってくるのである．

　本特集は大腸癌腹膜播種に焦点を絞り，専門の先生方に最新の治療戦

略について解説していただいた．
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